
最後の軌道回路設備のデジタル化切替作業は掛
川－豊橋間の沿線信号機器室などで実施された

　
東
海
道
新
幹
線
は
衝
突
の
可
能
性
を
排
除
す
る
「
Ｃ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ
　
Ａ
ｂ
ｏ
ｉ
ｄ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ

衝
突
回
避

」
の
原
則
の
も
と
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
「
平
面
交
差
の
な

い
新
幹
線
専
用
の
軌
道
」
と
「
自
動
列
車
制
御
装
置

Ａ
Ｔ
Ｃ

」
が
、
そ
の
根
幹

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
開
業
か
ら

年
間
、
衝
突
事
故
な
ど
を
起
こ
さ
ず
、

安
全
運
転
を
継
続
し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ

Ｒ
各
社
で
は
、
高
速
鉄
道
を
海
外
輸
出
す
る
過
程
で
、
専
用
軌
道
と
Ａ
Ｔ
Ｃ
を
国
際

的
な
標
準
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

衝
突
の
可
能
性
排
除
海
外
展
開
へ
国
際
標
準
目
指
す

東
海
道
新
幹
線
開
業
周
年

安全の根幹専用軌道・ＡＴＣ
新
Ａ
Ｔ
Ｃ
導
入

　
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
高
速
運
転
で
運

転
士
が
信
号
を
視
認
す
る
の

が
難
し
い
新
幹
線
に
お
い

て
、
前
後
の
列
車
間
隔
な
ど

か
ら
許
容
速
度
を
車
内
に
表

示
し
、
こ
れ
を
超
え
た
場
合

に
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
制
御

す
る
。
新
幹
線
開
業
ま
で
、

在
来
線
で
は
地
上
の
信
号
機

を
視
認
し
て
運
転
士
が
ブ
レ

ー
キ
を
掛
け
て
い
た
が
、
在

来
線
で
の
実
用
化
試
験
を
経

て
、
東
海
道
新
幹
線
に
導
入

さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
１
９
９
９
年

か
ら
新
た
な
Ａ
Ｔ
Ｃ
の
導
入

工
事
に
着
手
。
従
来
の
Ａ
Ｔ

Ｃ
で
は
速
度
を
地
上
で
計
算

し
て
列
車
に
送
信
し
て
い
た

が
、
新
Ａ
Ｔ
Ｃ
で
は
前
後
の

車
両
の
状
況
や
線
路
の
線
形

な
ど
を
列
車
自
ら
演
算
し
て

走
行
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
は
線
路
を
「
閉
塞

へ
い
そ
く

区
間
」
と
呼
ば
れ
る
一
定
距

離
の
区
間
に
区
切
り
、
１
区

間
に
１
本
し
か
列
車
を
入
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
列

車
間
隔
を
維
持
し
、
衝
突
を

回
避
し
て
安
全
を
確
保
し
て

い
る
。
旧
Ａ
Ｔ
Ｃ
で
は
閉
塞

区
間
内
で
の
速
度
変
化
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
閉
塞
区

間
ご
と
に
速
度
を
下
げ
、
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
「
多
段
階

制
御
」
で
停
車
し
て
い
た
。

　
新
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
閉
塞
区
間
内

で
も
速
度
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
地
点
の

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
速
度

制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

新
Ａ
Ｔ
Ｃ
で
は
ブ
レ
ー
キ
の

距
離
や
減
速
パ
タ
ー
ン
を
車

上
で
算
出
し
、
閉
塞
区
間
に

か
か
わ
ら
ず
速
度
を
落
と
す

「
１
段
階
制
御
」
で
ブ
レ
ー

キ
を
滑
ら
か
に
か
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
新
Ａ
Ｔ
Ｃ

の
導
入
に
合
わ
せ
、
軌
道
回

路
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

き
た
。
軌
道
回
路
は
線
路
を

閉
塞
区
間
に
区
切
り
、
線
路

を
電
気
回
路
の
一
部
と
し
て

構
成
し
た
。
車
両
の
車
輪
と

車
軸
が
線
路
を
短
絡
す
る
こ

と
で
電
気
回
路
を
構
成
し
、

列
車
の
位
置
を
検
知
す
る
ほ

か
、
信
号
を
伝
送
す
る
。

軌
道
回
路

　
東
海
道
新
幹
線
の
軌
道
回

路
は
上
下
線
で
約
１
７
０
０

あ
り
、
旧
Ａ
Ｔ
Ｃ
で
は
１
区

間
が
１
０
０
０
―
３
０
０
０

だ
っ
た
が
、
新
Ａ
Ｔ
Ｃ
で

は
６
０
０
―
１
２
０
０

と

３
分
の
１
程
度
に
短
縮
さ
れ

た
。
列
車
位
置
を
細
か
く
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
列
車
間
隔
を
詰
め
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
運
転

本
数
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
新
Ａ
Ｔ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
と
も
に

進
め
て
い
た
軌
道
回
路
設
備

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
２
０
１
３

年

月
に
完
了
し
た
。
軌
道

回
路
に
は
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
列

車
制
御
に
加
え
、
新
幹
線
が

変
電
所
の
給
電
エ
リ
ア
を
ま

た
ぐ
際
に
電
車
線
の
電
源
を

瞬
時
に
切
り
替
え
る
「
切
替

用
開
閉
器
」
を
制
御
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
変
電
所
に

信
号
を
送
り
、
切
替
開
閉
器

を
制
御
す
る
軌
道
回
路
は
上

下
線
で

カ
所
あ
り
、
こ
の

う
ち
Ａ
Ｔ
Ｃ
の
軌
道
回
路
と

一
致
す
る
も
の
は
回
路
を
共

用
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
い
た
も
の
の
、

カ
所

に
つ
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ
の
ま

ま
だ
っ
た
。
こ
の
た
め

年

か
ら

カ
所
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
工
事
を
開
始
し
、

年

月
に
最
後
の
２
カ
所
で
の
装

置
の
設
置
が
完
了
。
全
線
で

軌
道
回
路
設
備
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
。

　
最
後
の
切
替
作
業
が
実
施

さ
れ
た
浜
松
駅
の
駅
信
号
機

器
室
と
掛
川
―
豊
橋
間
に
あ

る
２
カ
所
の
沿
線
信
号
機
器

室
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
装
置
を
設
置
し
、
線

路
に
配
置
し
た
作
業
員
と
機

器
室
の
作
業
員
の
間
で
信
号

の
テ
ス
ト
を
行
い
、
装
置
が

正
確
に
作
動
す
る
か
を
確
認

し
た
。

　
東
京
―
新
大
阪
間
に
は
駅

信
号
機
器
室
が

カ
所
、
沿

線
信
号
機
器
室
が

カ
所
あ

り
、
各
信
号
機
器
室
か
ら
軌

道
回
路
を
制
御
、
監
視
し
て

い
る
。
浜
松
駅
信
号
機
器
室

で
は
掛
川
―
豊
橋
間
の
軌
道

回
路
を
監
視
し
て
い
る
。

　
軌
道
回
路
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
と
機
械
的
な
駆
動
部
分

が
な
く
な
り
故
障
頻
度
が
低

減
す
る
ほ
か
、
送
受
信
で
き

る
情
報
が
多
く
な
る
た
め
、

軌
道
回
路
や
信
号
な
ど
の
故

障
が
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
全
線
の
装

置
の
状
態
が
駅
信
号
機
器
室

や
東
京
に
あ
る
新
幹
線
総
合

指
令
所
、
大
阪
の
第
２
総
合

指
令
所
で
も
モ
ニ
タ
ー
で
状

態
監
視
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
ア
ナ
ロ
グ
の
軌
道
回
路
設

備
で
は
、
信
号
電
流
の
強
度

が
低
下
す
る
な
ど
の
故
障
や

不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
、
沿

線
に
あ
る
信
号
機
器
室
に
行

か
な
け
れ
ば
故
障
の
特
定
や

処
置
が
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
信
号
電
流
の
レ
ベ
ル
デ

ー
タ
な
ど
を
新
幹
線
総
合
指

令
所
な
ど
で
常
時
監
視
す
る

こ
と
で
、
駅
周
辺
に
常
駐
し

て
い
る
作
業
員
が
事
前
点
検

や
遠
隔
で
の
処
置
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
復
旧
ま
で
の

時
間
を
短
縮
し
、
輸
送
の
安

定
性
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

コ
ム
ト
ラ
ッ
ク

　
１
月
に
は
東
海
道
・
山
陽

新
幹
線
向
け
運
転
管
理
シ
ス

テ
ム
「
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
」
の

更
新
を
完
了
し
た
。
コ
ム
ト

ラ
ッ
ク
は
運
行
管
理
業
務
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
支

援
す
る
も
の
で
、
進
路
制
御

系
シ
ス
テ
ム

Ｐ
Ｒ
Ｃ

、

運
行
表
示
系
シ
ス
テ
ム

Ｍ

Ａ
Ｐ

、
情
報
処
理
系
シ
ス

テ
ム

Ｅ
Ｄ
Ｐ

で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
更
新
に
よ
り
、
１
日
に
設

定
で
き
る
列
車
本
数
が
回
送

列
車
も
含
め
現
行
比
約
１
・

７
倍
の
３
０
０
０
本
に
増
え

た
。
ま
た
、
駅
の
発
着
に
お

け
る
進
路
制
御
時
間
を
１
列

車
当
た
り
約
４
秒
短
縮
で

き
、
遅
延
時
の
ダ
イ
ヤ
の
回

復
を
早
め
ら
れ
る
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
各
駅
に

お
け
る
進
路
制
御
は
列
車
集

中
制
御
装
置

Ｃ
Ｔ
Ｃ

に

よ
る
集
中
管
理
方
式
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
コ
ム
ト
ラ
ッ

ク
は
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
操
作
を
自
動

化
す
る
た
め
、
東
京
か
ら
岡

山
ま
で
の
延
伸
開
業
に
合
わ

せ
て
開
発
さ
れ
た
。
竹
内
寛

人
新
幹
線
鉄
道
事
業
本
部
電

気
部
長
は
「
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク

の
開
発
で
、
ひ
か
り
の
停
車

パ
タ
ー
ン
が
複
数
出
現
し

た
」
と
話
す
。

　
今
回
の
更
新
は

年
に
導

入
さ
れ
た
８
世
代
目
か
ら
の

移
行
で
、
９
世
代
目
と
な
る

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
約

６
年
か
け
て
進
め
て
き
た
。

　　 ２０１４年 平成２６年 １０月１日 水曜日 【広告特集】 （ ）


